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1 は じめに

 情報化社会 の進展 に より,情 報にかかわるさ

まざまの矛盾や犯罪が次々 と起 りつつあ る現在,

情報教育が単 に情報機器の操作 にかかわ ること

だけではなく,情 報倫理や情報吟味の教育であ

ることが求め られつつあ る。 さ らには,一 ・時的

な情報に振 り回されない,本 来の情報の意義や

利用方法の研究 に基づいた情報教育が行われな

ければならない。

 情報 とは,「 あることが らにつ いての しらせ」

であ り,「 判 断を下 した り行動 を起 した りす る

ため に必要 な様 々の媒体 を介 しての知識」1であ

る。 したがって,人 間が主体的 に行動す る目的

をもち,そ の 目的を実現するために情報 を利用

で きるので あれ ば,情 報本 来の利用 の仕 方 を

行っていることになるし,す べ ての人間が この

ような情報の利用 を行 ってい るな ら,「 情報が

物 質やエネルギーと同等以上の資源 とみなされ,

その価値 を中心 に して機能 ・発展す る社会」2と

い う情報化社 会の定義は成立することになる。

しか しなが ら,現 実の社会 は必ず しも情報 を利

用す るための主体 的 目的 もない ままに単 に情報

機器 を買い込み,そ の多様 な機 能を情報教育に

よって教え られ,必 要 もないの にその機能 を利

用 しているつ もりになって,情 報 に踊 らされて

いるのが大多数の人々の情報機器の利用状況で

ある と言 って も言い過 ぎで ない。情報機器 を

使 っているとい う意識 だけにその意義 を求める

人や,情 報機器の もつ機能を自らの主体 的能力

と思い込んでひと り優越感を抱いてい る人,さ

らには,情 報 を利用す る目的における倫理観の

喪失な ど,情 報教育 にかかわるさまざまの問題

が教育全体 に大 きく影響 を及ぼす ようになって

きている。

 情報教育 に携 わる人々は情報倫理の教育 の必

要性 を唱 えているが,情 報倫理 の基本は情報 を

利用す る 目的の倫理性 の吟味 を基礎 にする問題

であ る。 しか しなが ら,現 在の情報化社会 にお

ける真 の問題はその ような浅薄な表面的問題 に

止 まらない ことに,わ れわれは注 目しなければ

ならない。

 情報 を倫理 的に問題 のあ る目的 に用いない と

いう考 え方は教育理論 の基礎 であ り,ヘ ルバル

ト (Johann Friedrich Herbart,1776～1841)や

シュライエ ルマ ッハー(Friedrich Daniel Ernst

Schleiermacher,1768～1834)が 教育の 目的を倫

理学 に求め るという常識的 な考 え方の延長上に

あ らわれて くる。現状 の情報氾濫や情報教育の

問題点はその ような単純 な問題 ではな く,情 報

化社会における情報化 と社会における教育構造

そのもののアンビヴァレンスなのである。本来

教育 とは 「年長世代(舁tere Generation)の 年

少世代(j�gere Generation)に 対するはた らき

かけ(Einwirkung)」3で あ り,そ のような世代間

のはたらきかけ としての教育 は年長世代の年少

世代 に対す る愛情 と年少世代か ら年長世代 に対

する尊敬 の感情,さ らに,そ れ らに よって生 じ

る相互信頼 の意識によって成立す るものである。

しかるに,現 在の情報化社会 においては,情 報

機器の操作 をマス ター しているのは必ず しも年

長世代ではな く,し か も,情 報機器 をマス ター

するこ とが現在の情報教育 の もっ とも重要な 目

的であるという考え方が広 ま りつつ ある。 この

ような状況 において,教 育 的関係 の基本である
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年長世代 と年少世代の世代 間の教育的関係が成

立 しに くくな りつつあ る。 これ こそが,現 在の

最大の教育問題なのである。

 年長世代 と年少世代の問に正常な教育的関係

が成立 しないことによって生 じる問題の うち,

最 も大 きな問題が年少世代 の年長世代 に対す る

信頼 と尊敬 の念の不成立の問題である。 なぜ な

ら,「 教育 的影響 は被教育者が教育者的立場 に

立つ人に対 して信頼 と尊敬 の念 もつ時,は じめ

て成立 して くる」4のであるか ら,逆 に年少世代

が信頼 と尊敬の念 を年長世代 に対 して もてな く

なる と,世 代 間の教育 的関係 は崩壊 し,世 代 間

の教育 は成 り立 たな くなる。 しか も,年 長世代

は自らが教育者的立場 に立つ とい う自信 と誇 り

を失って しまう危険性が生 じて くる。その結果,

年長世代,と りわけ,老 齢者の不良化現象が

起 って くるのである。現実 にこの ような傾向が

徐 々にあ らわれつつあることは否定で きない。

 本論稿では,こ の ような不良老人発生の メカ

ニズムについて考察 していきたい。

2 相互関係 としての教育的関係成立の要素

 教育的関係 が教育者か ら被教育者へ の 一方的

な関係でない ことは,コ ンピュータの著 しい発

達 にもかかわ らず,テ ィーチ ングマ シー ンが普

及で きない とい う事実が示 している。そ れは教

育的関係が教育者 と被教育者の相互関係であ り,

しか も,そ の関係の根底 に理性 だけで処理で き

ないきわめて人間的要素が含 まれているか らで

ある。 ここでは,ま ず,こ の ような要素 につい

て考察 してい きたい。

(1)被 教育者 の教育者への尊敬心

 教育的関係において,被 教育者の立場 に立つ

者 は教育者の立場 に立つ者 に対 して信頼 と尊敬

の念 をもつ ことが必要条件である。教育者的立

場 に立つ者が教育意図や教育 目的をもっていな

くて も,被 教育者的立場 に立つ者が信頼 と尊敬

の念 をもっていれば,自 らの 自己形成 によって

その人間関係 を教育的関係へ と変化 させ る。逆

に教育者的立場 に立つ者がいかに努力 して も,

被教育者的立場 に立つ者が信頼 と尊敬の念 を教

育者的立場に立つ者に対 して もたなけれ ば,教

育 的関係は成立 しないのである。 もちろんその

ような信頼や尊敬の念 は教育者 的立場 に立つ者

の教育愛や専門性 に導かれるのが普通であるが,

教育者的立場 に立つ者がそのような教育愛や専

門性 を もっていな くて も,被 教育者的立場 に立

つ者がそれを感 じさえすれば,被 教育者 的立場

に立つ者の独 りよが りであって も,教 育 的関係

は成立 し,教 育的影響 を受け取 ることができる

のである。 したがって,被 教育者 にとって教育

者 に対す る尊敬心 は教育的関係を成 り立 たせる

第一条件 と言 うことがで きるのである。

 この ような教育的関係 を成 り立 たせ る要素 と

しての尊敬心 は世代間の教育的関係 において も

当てはまると考 えられ る。世代間の教育 的関係

が成立 している社会 においては,年 長世代がつ

くり上げて きた文化 に年少世代は大 きな価値 を

認め,そ の価値 を受 け継 ぎたい という欲求 とと

もに年長世代その もの に対する尊敬心 をもつ よ

うになるのである。社会の恒常的発展 はこのよ

うな世代 間の相互信頼 と尊敬の意識 によって進

展 してい くのである。

(2)教 育者の自尊心

 教育者 的立場 に立つ者が被教育者 的立場 に立

つ者 に対 して教育愛 を もつ ことがで きるのは,

教育者的立場 に立つ者が被教育者的立場 に立つ

者の信頼 と尊敬の念 を もたれている と感 じられ

てい る時である。教育的関係 は正常 な人間関係

をその前提 にして成 り立つ ものであ り,教 育的

関係 を成 り立たせる教育愛(ア ガペ ー)は 正常

な人間 関係 を成 り立 たせ る相互信 頼 を導 く愛

(フ ィ リア)を 前提 に して成立 して くる。人間

は自ら自然に もてる価値愛(エ ロース)や 相互

愛(フ ィリア)を 前提 に して,自 らの意識的な

努力 によって教育愛 につ ながるアガペーが成立

して くるのである。

 「教育愛はその基礎の正常 な人間関係 を成 り

立たせ るフィリアとともに,ア ガペー を教育者

が もた なければな らない」聡 合的な愛 であ り,

教育者 自身の教育意図 に導かれた努力の要 る愛

なのである。教育者的立場 に立つ者が このよう

なアガペー をもつ努力 をすることがで きるのは,

自らに対する被教育者か らの尊敬 と信頼 の感情
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を感 じられた時である。その時,教 育者的立場

に立つ人間は尊敬 され,信 頼 されているという

自尊心 によって アガペー を起す ことがで きるの

である。つ まり,教 育者的立場 に立つ者が被教

育者 的立場 に立つ者か らの信頼や尊敬の念 を感

じられ ない時,教 育者 的立場 に立つ者 は アガ

ペーを もつ ことはで きず,教 育的関係 を成立 さ

せることはで きないことになる6。それゆえ,儒

教倫理が確立 している社会のなかで,老 人が老

人 として尊敬 されているような状態 における教

育的関係 は比較的良好 に成立 してい くと言 うこ

とがで きる。

 人間が社会的動物 であ り,し か も,自 尊心 を

もつ年長世代であれば,年 少世代に対する教育

的配慮 は自然 に行 うものであ り,人 間社会 にお

ける世代 間の教育は本質的に成立す るものなの

である。世代 間の教育 を成 り立 ちに くくしてい

るのは,世 代 関係 その ものを成 り立 たせないよ

うな現象が起 きて くる時である。現在の情報化

はその ような現象の一つ なのである。

 情報化社会 における教育的関係はあらゆる教

育がすべて情報教育 に導かれているような錯覚

を大部分の人々に引 き起 している。 この ような

誤った考 え方が年長世代 に教育者的立場 に立つ

者が もたねばな らない 自尊心 を失わせて しまう

原因 になっているのである。情報教育 はあ くま

で人間教育の一つの手段教育に過 ぎず,情 報機

器の操作 に優 れてい る人間が人間 として優 れて

いる とい う固定概念 を社会全体が再吟味 しなけ

ればな らない時が来ている。

(3)教 育者の被教育者に対す る優位性

 教育的関係が被教育者の教育者 に対す る信頼

と尊敬の念 を基礎 にす ることを明 らかに したが,

その ような尊敬 の念 は どこか ら生 じて くるので

あろ うか。それは教育者の被教育者 に対す る優

位性 に起因す ると言 うことがで きる。被教育者

が 自らもたない能力 を もつ人 に尊敬の念 を もち,

その能力 を手 に入れたいと考 える時,教 育的関

係 を被教育者の側か ら積極 的につ くり上 げよう

とする。

 自己形成的存在である人間は常に自らの 自己

形成欲求 を満 た して くれる存在 を教育者 として

求めたい とい う欲求 をもつのであ り,一 般 には

年少世代 は年長世代 に対 してその ような欲求 を

もつが ゆえに,世 代間の教育が 自然 に成 り立 っ

て くるのである。

 年長世代は年少世代 に比べ経験 ・知識 ・技術

等 さまざまなものにおいて優位性 をもつのが普

通である。それゆえに,世 代間の教育は ごく自

然 に成立す るものなのであ る。 しか しなが ら,

現代社会の ような急激 な情報化 の過程において,

情報機器の操作 だけが1青報教育の内容であ り,

しか も,情 報教育がすべての教育 に勝る重要性

を もつ とい うよ うな偏 見 に振 り回 されて い る

人 々が きわめて多い状況のなかで,年 長世代 に

対する年少世代の尊敬心 は失われ るのはご く自

然の現象 なのである。年長世代の優位性 は情報

教育においてのみ測る とい う考 え方は誤 ってい

る。情報教育は人間の情報処理能力 を補 うため

の教育であ り,人 間教育その ものではない7。

 しか るに,情 報教育 を未来につ ながる教育 と

判断す る浅薄な考 え方に導かれて,年 長世代 に

対する信頼 と尊敬の念が徐 々に失われつつある

現状 は,人 類が コ ンピュー タに支配 されるとい

うSF小 説の始 ま りに もな りかね ない人類の危

機である。

(4)年 少世代 の年長世代化

 年少世代が年長世代か ら教育的影響 を受 け,

既存社会の もつ文化 を習得 しつつ既存社会 に適

合 してい くとともに,自 らの思考形態における

変化(現 在志向性か ら未来志向性への変化)に

よって,年 少世代の年長世代化が 自然に行 われ

てい く。 この ような年少世代の年長世代化 は年

少世代 の年長世代 に対する信頼 と尊敬 とい う前

提 によっては じめて成立 して くる ものである。

年少世代 にいる者が年長世代 に対 して信頼 と尊

敬 の念 をもつ ことが世代 間の教育 的関係 を成立

させ る基礎 であ り,そ こに,年 少世代の年長世

代へ の模倣欲求が成立 して くるのである。

 人間は自ら信頼 と尊敬 の感情 をもてる対象 を

模倣 し,そ のような状態にな りたい と真剣 に思

うようになる。そ こで,お となの もつ未来志向

性 という性 質その ものを模倣 したい とい う欲求

が しだいに子 どものなかにあ らわれて くるので

 13



不良老人発生のメカニズムについて

あ る。その ような基本的条件が整 うか らこそ,

「教育 的はた らきかけの本質 は未来 に向け られ

てい る」8とい う教育独特 の性格があ らわれて く

るのである。子 どもがおとなになるため には,

この ような子 どものお となに対す る信頼 と尊敬

の念 に裏打ち された模倣欲求が存在す るか らこ

そ,年 少世代 の本質的性向が現在志 向性か ら未

来志向性へ 自然 に変化 してい くのである。それ

ゆえ,子 どものおとなに対する信頼 と尊敬が存

在 しない社会状況 においては,子 どもの現在志

向性 は未来志向性へ と変化 しに くい ことになる。

つ まり,子 どもがお となに対 して模倣欲求 をも

たないために,い つ まで も現在志 向性 をもち続

けることになるのである。

 この ような状況 においては,年 長世代 にいる

お となにとって も,大 きな問題であ り,自 らの

自尊心 をもち続けることが困iに な り,お とな

としての未来志 向性 を失い,現 在志向性へ と退

化 してい くのである。 ここに年長世代 の 「不良

化」が起る根本的原 因が潜 んでいるのである。

 ここで,「 不良」 という概 念 について考察 し

てお く。

3 「不良」の定義

 不 良とは 「品行のわるいこと。また,そ うい

う人」9であ り,ま た,品 行 とは 「道徳の 上か ら

見た,お こない。行状。操行」'°である。つ まり,

不良 とは 「道徳的に見た行 いが悪 いこと,ま た

は,そ うい う人」 のことである。 したが って,

不良は ・般 に子どもが成長 ・発達 に伴 って社会

化す る過程で既存社会の規範 に対 して反発 した

り,そ の規範か ら逃避 した り,他 の人々 との人

間関係 を無視する行為 として特徴的 にあ らわれ

て くる。不良 とは年少世代が社 会化の過程 にお

いて何 らかの原因によって逸脱す ることによっ

てあ らわれて くるのが普通である。それゆえ,

不良 とは不良少年や不良少女 を意味することが

普通 である。

 年少世代 は年長世代 か らの教育的影響 を受け,

年長世代化 してい くものであ り,そ の年長世代

化 の過程で生 じる社会的逸脱に よって不良化現

象が発生す るのである。つ ま り,不 良化現象 と

は,人 間の社会化の過程において年長世代か ら

さまざまの文化や社会的ルール としての慣習や

常識を一方的に教 え込 まれる過程 において,年

少世代の うちに発生す るものであ る。年長世代

の年少世代 に対す る教育的はた らきかけは,親

子 間の教育や教 師 と生徒の間の教育のような意

図的な教育的はた らきかけだけで な く,と もに

生活するうちに 自然に伝わってい くような要素

も含 まれて くる。そ うす ることによって年少世

代 は既存社会に適合で きるようになるのである

が,そ のような年長世代か らの教 え込みについ

てい くことがで きなかった り,反 発 した りす る

ことに よって,年 少世代の不良化現象はあ らゆ

る社会において恒常的にあ らわれて くるもので

ある。

 不良化 は明確 な自己意識 をもつ人間が社会化

しなければな らない存在であ り,し か も,そ の

社 会化が教 育的 はた らきか けや教 育的影響 に

よって実現 される ものであるか らこそ,生 じて

くる現象であ ると言 うこ とがで きる。 さらに,

不良と判断 される根拠 は社会的規範か ら外れて

いることであ り,そ こに,社 会的逸脱や不道徳

という評価が 下されるのである。 しか も,そ の

ような評価 を下す主体 は既存社会 をつ くり上げ,

維持 してい る年長世代 なのである。不良化は世

代 間の文化伝達 が正常 にお こなわれている限 り

は起 りえない現象である。年長世代は自らつ く

り上げて きた既存社 会の文化 に誇 りをもち,そ

の誇 りのゆえに常 に未来志向性 を維持 し,年 少

世代 に伝達 したい とい う欲求を 自然に もつので

ある。それは 自らの未来の延長上 には,自 らの

子孫へ の文化 の伝達が必然的につ ながっている

という意識 をもっているか らであ る。

4 年長世代 における老齢期の意義

 以上のように,不 良 とは年少世代の社会化の

過程にあらわれて くる現象であ るが,そ の不良

という判断は年長世代の価値観か ら生 じて くる

ものである。既存社会の構成員 と して積極的役

割 を演 じている年長世代は既存社 会で活動で き

ること自体 に意義 を感 じ,そ れ を尊重 しようと

す る。それゆえ,年 長世代が年長世代 としての
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役割 を演 じることが比較的容易 に行 えるのは,

社会構成員 として積極的 に活動で きる成人期で

あ る。社会的生活か ら引退す る老齢期 において,

年長世代 としての未来志向性 をもち続けること

自体 に困難 さが伴 うのである。

 老齢期にお ける年長世代 が未来志向性 をもち

続けることによって,老 齢期 の意義があ らわれ

て くるのであ るが,現 代社会 はこのような老齢

期の年長世代 の もつ意義 を認めに くい状況 にあ

る。

 老人の 「働 きは もはや経済的に生産性 を もた

ない し,ま た彼 らが知 っていることも覚えてい

ることもほ とん ど時代遅れだか らであ る」'1とい

うような考 え方が主流 にな り,老 人に対す る尊

敬心を失いつつある現在,わ れわれは老齢期の

本質的意義 を再認識 しなければな らない。

 「わた した ちの一般的な人生は,学 校 に行 く

ようになってか ら,勤 め先 を定年 で退職す るま

で,自 営業 を営んでいて もその職業か ら退 くま

で,組 織づけ られた社会的な枠に依存 して生活

を成 り立たせている」12のであるか ら,老 齢期 に

ある人 々が年長世代 としての意識 をもち続 ける

ためには,社 会 とのかかわ り(し か も,積 極的

主体 的なかか わ り)が 存在 していなければなら

ない。

 「定年退職後 は悠々自適するというような年齢

段階 に応 じた人生の切 り替えは不可能であ り」'3,

何 らかの形で社会 との積極的主体的なかかわ り

を もつことが老齢期 における人々が年長世代 と

しての意識を もち続けるための基礎条件なので

ある。

 人間が老化す る とい うことの一つのあらわれ

である身体的衰退 を避 けることはで きない。 し

か しなが ら,人 生 の経験 その ものは,老 化の過

程 に伴って ます ます豊かに増加 してい くことも

事実である。老化 とともに経験が増すこ とを自

ら自覚することがない場合,老 化 は人間の精神

を衰弱 させ る。逆 に老化 は同時に経験 の増加や

人生の豊か さに資す るものである とい う意識 を

もつことによって,老 化 は人間の精神 を活性化

し,若 々しい精神(未 来志 向性 をもち続 ける精

神)を 生み出すのである。

 「老 人の世界 との直接 的なつなが りか らの離

脱 は,単 なる欠乏 ない し衰弱 とみ られるのでは

な く,個 人的な ものの消滅 による普遍的な もの

の発現 の過程 とみ られるべ きである」14が,一 人

ひと りの人間がその ような普遍 的な ものの発現

を可能にで きる ような教育 は現実 に存在 してい

ない'5。それゆ え,老 化 に積極 的意味付 けを行

えるのは,老 化 を自ら積極的に 自覚す ることで

しかないのである。老化 を明確 に自覚すること

によって,自 らに対す る自尊心があ らわれると

ともに,年 少世代(だ けでな く,年 下の年長世

代)に 対 して も教育的影響力 を与 えなければな

らない とい う意識が生 じて くるのである。老人

にとって,自 己意識は 自己 自身 とい う個 人的 な

レベルの意識ではな く,自 らの子孫や未来の人

類 をも含めた自己意識 としてあ らわれて くる。

そのために も老人に対す る尊敬心が失われない

ような社会的条件が必要 なのであ る。

 しか しなが ら,現 在,価 値観の多様化 と急速

な情報化社 会の出現 によって,年 少世代 の年長

世代 に対する信頼 と尊敬が失 われ,む しろ老齢

期にある年長世代 を介護の対象 と して しか捉 え

られない ような社会 的風潮が あ らわれて きてい

る。 この ような状 況において,老 齢期にある年

長世代が年長世代 としての未来志向性 を維持す

ることが困難にな りつつある。 ここに年長世代

の不良化が起る外的条件が整って くるのであ る。

ここで,老 人 を不良化 させている要素 を取 り上

げ,そ のメカニズムについて分析 したい。

5 老人 を不良化 させるメカニズム

 老齢期の年長世代の不良化 とは,年 長世代 と

して年少世代に文化の伝達 をお こなわねばな ら

ない とい う社会的責任 を放棄 し,自 らの私 的欲

求のみ に執着するような現在志 向性 を意識 的に

もとうとす るところにあ らわれて くる現象 であ

る。価値観の多様化 と混乱,さ らに,情 報化社

会の進展 による年長世代 の教育機能 の軽視 とい

う世代間の総合的混乱において,年 長世代が年

少世代 に対す る教育愛 を失 うことにつ ながるの

である。

 この構造 について分析す る前 に,こ の ような
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老 人の不良化が起 る外的要 因と内的要因 につい

て考察するこ とにする。

(1)外的要因

 ①経済至上主義

 現代社会はあ らゆる事柄 を経済的価値か ら判

断す る風潮が広 まってい る。「現代社 会 自体が

エ ロースに導かれた経済至上主義 に包 まれてい

る」'6ために,経 済的能力 によって人 を判断する

こ とが 日常的に行 われている。それゆえ,老 人

につ いての問題 を論 じる場合 も,「 今 日老人福

祉 において しば しば自助努力がいわれるが,老

人 はいずれ誰かに迷惑 をかけ,依 存するほかな

くなる。 したがって,社 会全体 としては迷惑 を

掛 け合 う構造になっていない と,老 いは安心 し

た ものにはならない」17という基本的な考 え方が

採 られ,社 会保障や介護の問題な どすべ て経済

的平等性 を大前提 にす ることが当然であるかの

ごとく考え られている。

 経済至上主義的な観点か ら見れば,老 人は基

本的にはマイナスの要素 として捉 え られるの は

当然である。 この ような経済至上主義的な観点

は老人の本質を見失わせ る観点である。つま り,

老人のもつ価値は,経 済的観点か らは否定的な

評価 しかで きない要素 をきわめて多 く含む価値

である。老 人を正 当に評価 し,老 人の もつ 「老

人力」 を正 当に評価 しない社会こそが不 良老人

を生み出す第一の外的要因である と言 うことが

で きる。

 老人の中に も経 済至上主義的な ものの考え方

を採 る人 は多い。そのような老人は自 らの能力

を不 当に評価 し,自 ら進んで不良化 してい くこ

ともある。老人 としての誇 りを老 人自身が もつ

ことこそが,不 良老人発生 を食い止める条件で

ある。

 以上の ような意味において も,経 済至 上主義

的な社会状況 を是正す ることは現代社 会の緊急

の課題である と言 うことがで きる。

 ②情報化社会の進展

 情報化社会の進展 に伴って,情 報教育 こそが

現 代教育 の中心 であ るか の錯覚 に陥 ってい る

人々はきわめて多い。 しか も,情 報教育 とい う

点において,老 人は最 もその教育 の恩恵 を受け

る必要の ない立場 に立 っている。つ ま り,情 報

教育 は人間が生活 を行 ってい く上において,必

要 な情報処理能力 を養 うことを 目的 とす る教育

であ る。年少世代は年少であれ ばあるほ ど,情

報処理能力 をもっていない。それゆえ,年 少世

代 にとって情報教育 は必要不可欠になって くる。

しか しなが ら,年 長世代(と りわけ,老 人)は

現在 までの生活 において経験的 に情報 を処理す

る能力 を身につけているわけであって,老 齢期

において若者が学習 しなければならないパ ソコ

ン教育 を受けて新た な方法での情報処理能力 を

つ ける必要性 は老人 には どこに もない互8。

 しか も,情 報教育 に携 わる人の中には,情 報

教育 こそが これか らの教育の中心 になるとい う

妄想 をもち,情 報教育が最 も不得意であ る老人

を軽蔑するような社 会的風潮 まで生 まれつつあ

る。 この ような状況 において,老 齢期 の人 々は

自らの パ ソコ ン操作 能力 の限界 を知 る こ とに

よって,年 長世代 としての自尊心 を失 い,不 良

化す る場合 もある。情 報化社会 においてこそ,

老 人の もつ固有の情報処理能力 を尊重 し,パ ソ

コンを使わないで行 われる情報処理方法 に対す

る尊敬の念を年少世代が もつべ きである と考え

られる。

 ③老人 を弱者 とみ なす傾向

 近年老人福祉 の考 え方が広 まり,老 人 を弱者

として捉 え,介 護の対象 としてのみ考 えること

が 当然 とされつつあ る。 しか しなが ら,老 人の

中には,必 ず しもその ような見方 を喜ぶ人 ばか

りではない。む しろ介護の対象 として見 られる

ことによって 自らの主体 的能力や意欲 を無視 さ

れる と感 じる人 もい る。

 「老人福祉 法の基本理念が老人 をまず過去に

能力 を発揮 した もの ととらえるのにたい して,

社会的弱者の発想 は老年を現在 において能力が

不足 ・欠落する もの,無 能力な もの としてとら

える」19ことにつなが り,差 別的な考え方 と見る

こともで きる。老人福祉や介護 の考え方 は,第

一 にその対象である老 人自身の意識や 主体性 を

尊重す るものでなければならない。

 「老いの時間のおおかたは,自 分の これ まで

の生活史の中に もどっていって,そ の中で独 自
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の仕方で くりかえし生 きることについやされる」2°

のであるか ら,病 状や生活状態の表面的判 断に

よって一律 にその対応 を決定するこ とが返 って

老人の尊厳 を無視す ることに気づ かなければな

らない。個 々の老人 には自らの独 自の人生があ

り,そ の人生 において培 われた体験 を無視す る

ような介護 には,十 分 な注意が必要であること

を忘 れてはならない。「社会のために,そ して,

その人にとっては家族のため に大 きい努力 を続

けた代償 として,晩 年 をまった く冷たい環境 の

なかに生 きねばな らぬ,と い うことは実に痛 ま

しいことの ように思 われる」21のであ り,そ の意

味で も,老 人の主体的意志 に基づ く介護が実現

されなければな らない。介護 はその介護を受け

る側 の欲求や必要性 を満たす ことを大前提 に行

われなければな らない。

 「介護 イコール善」であるという先入観 こそ

が老人の人格 を無視することにつ ながる危険性

のあることを,わ れわれは認識 しなければなら

ない。人格 を無視 されることに よって,人 間 と

しての誇 りを失 うこ とがあれば,そ こに不良老

人をつ くり出す可能性 は少 な くない と言わ ざる

をえない。

 ④若者 中心 文化

 現代社会の一つの特徴 に若者中心文化の傾 向

が しだいに強 まって きていることが上げ られる。

この考 え方は,教 育 における行 き過 ぎた児童中

心主義や,そ こか らあ らわれて くる 「支援の教

育」 の結果 と言 うこ とがで きるか もしれない。

文化 とは,人 類がそれ までの歴史においてつ く

り上げて きた価値 の総体 であ り,若 者文化 も若

者が独 自につ くり出 した と言 うよ りは,年 長世

代の文化 を受 け入れなが らも,そ こに新 たな創

造 を生み出す ことによって成立する ものでなけ

ればな らない。 しかるに,現 代社会 における若

者中心文化 は,年 長世代がつ くり上 げて きた文

化 とは無関係 に自らの勝手な考 え方か ら思 いつ

いて偶然出来上が った文化 であ り,そ の名 に値

しない もの と言 って も言い過 ぎではない。

 情報化 と価値観の多様化 の著 しい現代社会 は

この ような若者のつ くり出 した文化 を認めて し

まい,一 部の年長世代の中には,そ の ような若

者文化 を評価す る者 もいる。 さらに,マ ス コミ

関係者 の中には,新 しい吟味 されない情報や考

え方 を進んで取 り入れ,本 来の価値の総合体 と

しての文化 を批判するための材料 に若者中心文

化 を据 えている者 もいる。そ して,そ の ような

人 々は若者中心文化か ら判断 して古い文化 を批

判の対象 として取 り上 げ,そ の担い手である年

長世代(と りわけ,老 齢者)に 対す る批判 の 目

を向けるのであ る。

 その結果,老 人に対す る社会全体 の信頼 と尊

敬 の意識が失 われ,老 人 自身 も自 らの 自尊心 を

失い,不 良化す る場合 もあ らわれて くるのであ

る。若者中心文化 が古 くか らある本来の文化 を

継承す る形 で展開 していれば,む しろ文化その

ものの活性化 につなが るのであるが,古 い文化

を無視 した形で成立 して きてい る現在 の若者 中

心文化 には大 きな問題があると言わざるをえな

い 。

(2)内的要因

 ①未来志 向性 の現在志向化

 年長世代 としての基本的特徴 である未来志 向

性 はお とな としての基本的性質で あ り,「 現在

志 向性 をもつ年少世代に教育的はた らきかけを

通 じて,未 来志向性 をもたせ ることが世代 間の

教育の 目的であ り,そ れが十分に行 われ るため

には,年 長世代にいる者が年長世代 としての特

徴 である未来志向性 を身につ けるとともに意識

していることが必要 なのである」22。しか しなが

ら,老 齢化 した年長世代 の うちには,お となと

しての未来志向性 を現在志 向性へ と意識的 に転

換す る人がいる。 これこそが不良老人化の第一

歩である。

 この ような未来志 向性の現在志 向化 は,現 役

社会か らの引退 と同時に,悠 々自適な現在志向

的 な生活に没頭 しようと意図的 に考えることに

よって成立 して くるのであるが,そ れで も,長

年行 って きた年長世代 としての自覚は完全 には

現在志 向化す ることはで きない。

 シュライエルマ ッハー による と,「 あ らゆる

教育的はた らきかけは一定の瞬間 を未 来の瞬間

のための犠牲にす るものとしてあ らわれて くる伊

のであ り,年 長世代か ら年少世代 に対 して行 わ
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れ る 「教育的はた らきかけの本質 は未来 に向け

られている」24のであるか ら,「 年長世代 に属す

る者が行 う自己活動(自 己形成活動 を含 めて)

は多少な りとも教育者的要素 をもってい ること

になる」25。つ ま り,ひ と度年長世代 として未来

志 向性 をもつ ようになると,基 本 的には現在志

向化す ることはあ りえない。 もし年長世代が現

在志向化す る とすれば,そ れはかな り意図的な

現在志 向化が行われなければならない。

 年長世代(老 齢者)の 不良化 はそのような確

信的な行為 に よって実現 して くるのであ る。 こ

の ような年長世代の意図的不良化は,年 長世代

としての 自尊心の喪失 によって起る と考 えられ

る。 ここで,年 長 世代の 自尊心の喪失 について

考察す る。

 ② 自尊心の喪失

 年長世代,と りわけ老齢者 は自らの人生の成

果 を自覚 しなが ら,年 長世代 としての 自尊心を

本来 もっている と同時に,身 体的精神的 な弱体

化 に常に悩んでいる存在で もある。それは 「「お

年寄 り』 は文化的価値 を備えた尊敬 の対象であ

り,若 い世代 を文化的に導いて くれ る存在であ

る とい う側 面と,社 会的弱者であ り,介 護の対

象 として保護 しなければな らない存在 という側

面をもっている」26からであ る。

 老齢者 は自らの人生に誇 りを もって生活 して

きたか らこそ,年 少世代 にさまざまの知識や文

化 を伝達 したい とい う基本的欲求 をもつのであ

る。 しか しなが ら,老 齢者 に年長世代 としての

自酋心 を もつ ことを許 さない社会状況が さまざ

まの ところにあ らわれてい る。つ ま り,老 齢者

の もつ後者の性格(社 会的弱者であ り,介 護の

対象 という性格)が 強調 され,自 尊心 を もつこ

とが許され ないような状況がある。 この ような

状況 において,老 齢者 としての恥 を感 じな くて

もいい ような社会的風潮 まであ らわれて きてい

る。結果 と して,必 ず しも老齢者が 自尊心 をも

たな くてもいい状況が出来上が りつつ ある。

 年長世代 に対す る期待が薄れ,老 齢者 を一方

的に弱 い存在 とみな し,介 護 の対象 として見る

社会において,自 尊心 を主体的 にもつためには,

老齢者 として 自らの人生 に対す る自信 を もって

いなければならない。つま り,現 代社会 は老齢

者が老齢者 としての 自尊心 を喪失 させ る方向に

傾 きつつあると言 うことがで きる。 ここに老人

の不良化が起 りつつ ある危険性が存在 している

のである。

 不 良 とい う概念 は,年 少世代 においては,社

会化 の過程 における逸脱 としてあ らわれて くる

が,年 長世代,と りわけ,老 齢期の人間におけ

る不良化 とは,年 少世代 に対する文化の伝達や

教育的はた らきかけ という年長世代 としての役

割 を放棄 し,自 らの老齢者 としての自尊心 を喪

失 し,年 少世代 に対す る愛情 をもてず,個 人的

欲求に走 ることに何 の差恥心 も感 じな くなるこ

とに よって特徴づけ られ る。 この ような老人の

自尊心の喪失 こそ,不 良老人 を生み出す直接 的

な原因なのである。

 ③ 年少世代 に対する教育愛の喪失

 「世代間の教育が成 り立つ基本 的要素は世代

間の人間関係であ り,と りわけ,教 育者的立場

に立つ年長世代が年少世代 に対 して愛情を もっ

て接することは,世 代 間の人間関係 を成 り立た

せ る基本的条件であ る」27。しか しなが ら,現 代

社会 において,少 子化,育 児放棄,幼 児虐待,

零歳児保育園の増加,親 子関係の疎遠化,核 家

族化等,世 代 間の関係 その ものが疎遠化 しつつ

あ るさまざまの現象があらわれて きている。 こ

れ らの現象は年長世代 の年少世代 に対する教育

愛の喪失の結果,あ らわれてきた現象であると

言 える。 しか も,年 長世代 も年少世代 もともに,

人間 としての精神的な 「心 のつなが り」や愛情

とい うもの を軽視 し,あ らゆることを物質的 ・

経済的な功利主義的観点で もの を考 える ように

なって きた結果である と考えられる。人間関係

の基礎 は 「心のつなが り」 であ り,そ のため に

「心 の教育」 の必要性 が唱え られ なが ら,現 実

的 には ます ます人間関係の疎遠化があ らゆる と

ころにあ らわれて きている。

 この よ うな状 況 において,老 齢 者の年 少者

(年少世代 だけでな く,年 少の年長世代)に 対

する教育愛の再興 が望 まれる。 自らの豊かな経

験 をすべての年少者 に還元 し,年 少者に文化的

価値 を与 える とい う教育愛 をもたなければな ら
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ない。 「教育愛 はその基礎 に正常 な人間関係 を

成 り立たせ るフィリァとともに,ア ガペー を教

育者が もたねばならない」28。フィリアは相互愛

であ り,人 間関係 に自然 にあ らわれて くる愛 で

あるが,「 アガペーは 「与 えたい』という授与的

欲求であるとともに,努 力 を要する愛 である」29

が ゆえに,教 育者的立場 に立つ者は教育活動 を

行 う時には,意 図的にアガペーをもつ努力が必

要 なのである。

 老齢者が 自らに対す る年少者か らの信頼 と尊

敬の念 を感 じられない現状 において も,自 ら努

力す ることによって年少者に教育愛(ア ガペー)

をもつ ことが きわめて難 しいこ とは事実である。

その ような意味 において,老 齢者の不良老人化

が起 りやすい条件がそろっているの も事実なの

である。老齢者が 自ら進んで年少者 に対 してア

ガペーを意図的 にもって,文 化伝達 を行える意

欲 をもた なければな らない。 しか しなが ら,現

代社会 を支配 している経済至上主義 の風潮 は老

齢者 において も利己主義化 を勧 め,本 来 もつべ

き老齢者 としての教育愛す ら失われつつあるこ

とは否定で きない。

(3)両者の関係

 老 人の不良老人化 の外的要因 と内的要因につ

いて考察 を続 けて きたが,基 本的には不 良老人

化 は外的要因によって起 り,展 開 していること

が明 らか になって きた。 と りわけ,外 的要 因の

うち経済至上主義的な ものの考 え方は,そ の他

の外 的要因(情 報化社会の進展,老 人 を弱者 と

みなす傾向,若 者中心文化)や 内的要 因(未 来

志向性 の現在志向化,自 尊心の喪失,年 少世代

に対する教育愛の喪失)の すべての根本的原 因

である と言 うことがで きる。それゆえ,経 済至

上主義的なものの考 え方 に基づ く社会状況の変

化 によって不良老人が さらに大量に発生 し,今

後 さらに増加す ることが 予想 されるのである。

 経済至上主義 的なものの考え方は人類の発展

をもた らして きたとい う事実は認め ざるをえな

いが,そ れは同時 に,地 球環境破壊 や地域 に よ

る経済格差 を引 き起 して きた。経済至 上主義 は

そのような物質的なものの発展 における破綻 だ

けでな く,人 間の精神 的なものの破綻 をも引 き

起 しつつあるのである。

 この ような破綻 は,さ らに利己主義的 な経 済

至上主義へ と堕落 してい くこ とになってあ らわ

れてきている。少子化 こそ,ま さにその典型 的

な ものであると言 うことがで きる。人類全体 を

視野 に入 れ,自 らの老後はその子孫の未来のた

めにある とい う考 え方が,年 長 世代の年少世代

への愛 情の基礎 にあ らわれて くるのであるが,

現在の老人の中には死 に よって人生が終 るので

あ り,死 によってすべ てが無になって しまうと

いう無宗教 な考 え方 を科学的な考 え方 と思 い込

んでいるが,実 はこの考 え方は きわめて利 己主

義的な発想 なのであ る。 とい うのは,人 間は人

間関係 においてのみ人間 として生 きることがで

きるとい う基本的考 え方 は,人 間の生死 は他の

人間(と りわけ,子 孫)に 何 らか の影響 を与 え

るものである とい う根本的関係 を無視 してい る

か らである。

 このような生死の意義や宗教的 なものの考え

方は,年 齢 を重ね,経 験豊かな老齢者 において

は当然の ことであるが,一 部の老齢者 において

は,あ くまで無宗教 であるこ とを科学的である

と思 い込んでい る場合が多い。 これ こそ不良老

人の特徴であると言 うことがで きる。

 一般 に老人は自らの子孫 とのつ なが りにおい

て,未 来志向性 を維持 してい くのであるが,そ

の子孫 とのつなが りを維持するために,自 らの

有限性 を克服す る宗教 的なものに対 して畏敬の

念 を もた ざる をえない。 しかる に,老 齢者 に

なって も,宗 教的な ものを否定 し続けるの は,

完全 に 自らの存在のみの利益 しか考え られ ない

きわめて極端 な利己主義的発想 なのである。経

済至上主義 において,利 己主義 的傾向が重 なる

こ とによって,子 どもを生み育てることに要す

る費用 と子 どもが生み出す経 済的価値 を比較す

ることが常識にな り,そ の延長上 に,老 人 とし

ての不 良化が起 って くるのである。

6 おわ りに

 不 良老 人発 生の メ カニ ズムにつ いて考察 を

行 って きたが,不 良老人には二種類がある と考

え られる。一つ は社会 的状 況によって導かれる
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不良老人である。現代社会 のように価値観の多

様化や情報化 によって従 来の文化 に対する批判

が次 々とあ らわれるような時代 においては,年

長世代,と りわけ,老 齢者 は信頼 と尊敬 の対象

にな りに くい。その結果,生 じて くる不 良老人

である。 もう一つは,本 質的な不 良老人であ り,

きわめて利 己的で 自分以外 の もののために愛情

や尊敬心 をもつ ことはな く,い かなるものに対

して も畏敬 の念 をもて ない老人である。 この よ

うな老人は終生無宗教であ り,他 人を本質的 に

信頼す ることがで きないだけでな く,常 に他人

を軽蔑 しつつ,利 用す るような老人である。

 前者の ような不良老人は,社 会状況の変化 に

よって多数発生す ることも,減 少す ることもあ

るが,後 者のような不良老人は時代や社会の変

化 とは無関係 に存在す る不 良老人であ る。それ

ゆえ,前 者のような不良老人について は,社 会

的状況の改善や教育的はた らきかけによってあ

る程度 は,そ の発生 を制御す ることがで きるが,

後者のような不良 老人 については,教 育的な対

応は不可能である。

 本論稿 で取 り上げた不良老人発生の メカニズ

ム に関 しては,主 に前者の不良老人に関す るも

のである。現代社 会が不良老人 を生み出す危険

性 をきわめて強 くもっている とい う事実をわれ

われは認識す るとともに,そ の ような社会状況

のあ り方について,不 良老人発生 とい う視点か

ら吟味することに よって,社 会全体のあるべ き

姿 を追究 してい く必要性つ いて考察することが

必要である.老 人の特性 を尊重 し,老 人に対す

る信頼 と尊敬の念 をすべ ての年少世代が もつ こ

とによって,老 人はすべ ての年少者に対 して愛

情 をもって接することがで きるのである。一部

の例外 は別 として,不 良老人は社会 のあ り方 に

よって発生するのである。そ して,現 代社会 こ

そ,不 良老人 を生み出す典型的な社 会になって

いることを十分 に認識 してお くことが必要であ

る。
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